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は じ め に

　オセアニアにおける,こ の150年程の間の歴史は,ま さに激動の時代といっていい

ものであった。た とえば,メ ラネシア地域に焦点をあてれぽ,西 欧 との最初の接触

(16世紀),航 海者との遭遇(18世 紀)を 前史 として,捕 鯨船との接触(19世 紀前半),

交易商人との交易(19世 紀後半),海 外労働への従事(1870～1910年 代),キ リス ト教

の受容(19世 紀後半～20世 紀初頭),植 民地化(19世 紀末期),太 平洋戦争,「 カーゴ

カル ト」運動,独 立(1970年 代,た だしニューカレドニアをのぞ く)と いった様々な

出来事が時系列にならぶ。こうした社会的体験を経 る中で,人 々は従来いわれてきた

様に,外 的世界からおしよせるものにただ従属的に身をまかせてきたわけではなく,

そうか といって,「伝統」だけをもちだしてそれに拮抗 したわけでもなかった。む し

ろ,外 部のものを積極的に とりこんで,そ れを武器にしていく戦略をとったのである

(棚橋1998)。

　それでは,こ こで音楽芸能とよぶ,音 と身体動作を中心とした表現行為においては,

そうした社会体験を経る中で,ど の様な行動様式がとられたのであろ うか。本稿では

ソロモソ諸島を事例にし,特 に外部からの要素をどの様に受容 したかという点に注 目
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しなが ら,そ の諸 相 を み て い くこ とに した い 。

　 そ の 際 に留 意 してお きた い の は,従 来 この 様 な文 脈 で 「外 部 」 の 音楽 芸 能 を 問題 に

す る時,西 欧 のみ を と りあ げ る傾 向 が強 か った こ とで あ る。 しか し近年,注 目され て

い る 様 に(Lawrence　 1992;Moulin　 1994;1996;Webb　 1995),オ セ ア ニ ア の 他 の地

域 との音 楽 的接 触 ・交 流 が,欧 米 との接 触 を 契 機 に よ り頻 繁 に な った こ と もあ わ せ て

か んが えな け れ ぽ な らな い であ ろ う。 もち ろ ん,ソ ロモ ン諸 島 もそ の例 外 で は な い。

さ らに い えぽ,ソ ロモ ン諸 島 とい う同一 地 域 内 の交 流 も,よ り活 発 にな った こ と も指

摘 で き る(た とえ ば,ラ ッセ ル諸 島 の事 例 につ い ては 田井(1993a)を 参 照)。 これ か

らの議 論 では,こ の2つ の外 部 性 を 念 頭 に お く こ とを こ ころ が け た い。

Ⅰ　 西欧音楽 との 「最初の接触」

　 ソロモ ソ諸 島民 と西 欧 人 との最 初 の接 触 は,周 知 の通 り1568年 に,ス ペ イ ソ人 メ ソ

ダ ー ニ ャの一 行 との間 に お こ った。 そ の航 海 記(Lord　 A〃iherst　of　Hackney　 and　Basil

Thomson　 1901)に は,住 民 との間 接 的 な 接 触 の記 録 は あ る もの の,音 楽 に 関 す る記

録 は ま った くな い。 そ の後,西 欧 の知 的 世 界 か ら ソロモ ソ諸 島 の名 は きえ るわ け で あ

るが,再 び 西 欧世 界 に しられ る様 に な る のは,18世 紀 に な っ て各 国の航 海 者 が太 平 洋

を活 発 に探 検 しは じめ てか らで あ る。 しか し,こ の 時 期 もま だ接 触 は 間接 的 な もの で

あ り,フ ラ ソス の ブ ー ガ ン ヴ ィル や英 国 の シ ョー トラ ン ドとい った 航海 者 達 の航 海 記

(ブ ー ガ ソ ヴ ィル1990,Shortland　 1789)に も,音 楽 芸 能 に 関す る記 述 は み られ な

い。 記 録 の 上 で,音 楽 芸 能 に関 す る項 目が登 場 す るの は,交 易商 人 との 交 易(19世 紀

後半)の 時 代 まで また な けれ ば な らな い。

　 交 易 商 人 の交 易 品 リス トを なが め る と,そ こに 口琴 の 名称 を み い だす こ とが で き る

(Bennett　 1987:Appendixes)。 ま た,交 易 商 人 と して長 年 活 躍 したA.　 Hopkinsの 手

記 に よれば,ハ ル モ ニ ウ ム(リ ー ドオル ガ ンの一 種)が 地 元 の 人 々のお 気 に 入 りの 楽

器 に な り,口 琴 は贈 り物 と して 認 知 され て い た とい う(Hopkins　 1928:257)。 これ ら

が,資 料 をみ る限 り,西 欧 の音 楽 との最 初 の接 触 を うか が わ せ る物 的証 拠 であ る とお

もわ れ る。 こ こで い う 口琴 とは,欧 米 に多 くみ られ る,金 属 製 の 馬 蹄形 を した もの と

か んが え られ る。 ソ ロモ ン諸 島 に お い ては,隣 接地 域 で あ るパ プ ア ニ ュー ギ ニ ア と違

い,ブ ー ゲ ン ヴ ィル 島 の影 響 の 強 い シ ョー トラ ソ ド諸 島等 を のぞ い て,口 琴(竹 製)

は一 般 的 で は な い の で,口 琴 の 受 容 は注 目され る事実 で あ る。 口琴 が交 易 品 と して も

ち こまれ た理 由 と して,持 ち運 び に簡 便 で,1人 で も気 軽 に音 を た の しめ るな どい く
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つ か 推 察 す る こ とが で き るが,確 証 は え られ な い 。 口琴 が な ぜ 人 々に この まれ た の か

とい う問 題 は,結 局 口琴 は ソロモ ン諸 島に 定 着 しな か った 理 由 と共 に,謎 の ま まで あ

る。

　 また,博 物 学 者 のH.B.　 Guppyの 著 作 の 中 に,地 元 の人 々が コ ンサ ー テ ィー ナ(携

帯 用 の リー ドオ ル ガ ソ属 楽 器)に よ って ワル ツ風 舞 曲 を演 奏 した とい う記 述 と,そ の

記 譜 が あ る(Guppy　 1887:140-141)。 この 著 作 は,刊 行 が1887年 とい う ソ ロモ ン諸

島 関係 の も の と して は最 初 期 に 属 す る もの で あ り,西 欧 の音 楽 お よび 楽 器 の受 容 が,

この時 期 には か な りの程 度 す す ん で い る こ とを うか が わ せ て い て,興 味 深 い。

　 さ らに,時 代 は や や くだ るが,今 世 紀 初頭,キ リス ト教 の宣 教 師 達 は,「 原 住 民 」

との 溝 を うめ るた め に,「 音 楽 の 断 片 」 を オ ル ガ ンで演 奏 した とい う(Wench　 1961:

149)。 後 述 す る様 に,キ リス ト教 の 宣 教 師達 は,布 教 に音 楽 を非 常 に効 果 的 に使 用 し

た の で あ るが,こ の 事例 はそ の初 期 の もの で あ る とい え よ う。

　 最後 に,蓄 音 機 とい う新 しい メ デ ィア との 関わ りに注 目 して お きた い。 西 欧 的世 界

の 中心 か らみ て,ソ ロモ ソ諸 島 の様 な 場所 は辺 境 の地 で あ り,こ う した 新 しい メデ ィ

アの到 来 に は時 間 が か な りか か った よ うに お もわ れ が ちで あ る。 しか し,記 録物 か ら

は,蓄 音 機 の到 来 は 意 外 に早 い時 期 で あ った こ とが よみ とれ る。 た とえば,探 検家 の

夫 と共 に,ソ ロモ ン諸 島 を新 婚 旅 行(当 時 の常 識 か らか ん が え て これ はか な り例外 的

な 事柄 で あ る)で お とず れ たOsa　 H.　Johnsonの 記 述 を み て み よ う。

　 そ れ に よ る と,マ ライ タ 島 に滞 在 中 に彼 らが 世 話 に な った 植 民 地 行 政 官 のW.R.

ベ ル は,夕 食 の後,John　 McCormackの"Remember"や,　 GilbertとSullivanの 共

作 に よ る曲(お そ ら くオペ レ ッタの 中 の曲)な どを く りか え し再 生 した とい う(Joh-

nson　 1944:6-7)。 ベ ル とい え ば,人 頭 税 徴 税 を は じめ とす る 西 欧 的 シ ス テ ム を 強 力

に お しす す め,そ の結 果 本 人 を ふ くむ16名 が マ ライ タ島民 に こ ろ され る とい う,ソ ロ

モ ン近 代 史 上 有 名 な 事 件 の 主 人 公 と な る人 物 で あ る(Keesing　 and　 Corris　1980)。

Johnsonの 著 作 に は,そ の訪 問 時 期 が か か れ て い な い が,記 述 内 容 か ら推 定 して,

1917年 前 後 で な い か とお も わ れ る。 ち な み に,Johnson自 身 が,ウ ク レ レで,

"Honolul
u　Tomboy"や"Aloha""Sweet　 Little　Maori　 Girl"な どを 演 奏 して,ベ ル

に よろ こぼ れ た こ とや,彼 らが 自室 に も どって か ら,ベ ル のか け る レコ ー ド,ア マ ガ

エ ル の鳴 き声,コ オ ロギ の合 奏 の 音 が一 体 とな っ て き こえ た こ とも 印象 深 く記 述 され

て い る(Johllson　 1944:6-7)。

　 これ を は じめ と した い くつ か の 事 例 に よ り,植 民 者 お よび植 民 地 政 府 行政 官 とい っ

た 西欧 人 居 住 者 の生 活 に お い て,蓄 音機 とい うメ デ ィアが もつ意 味 はか な り大 きか っ
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たということが うかがえる。そ して,こ こで注 目したいのは,も ちろん こうしたメディ

アの享受者は一次的には西欧人であったわけであるが,西 欧人の使用人としてやとわ

れていた ソロモン諸島民が,「蓄音機係」 として臨席 してお り,そ れ らを享受できる

立場にいたとい う事実である。つま り,ここにおいて間接的なメディアへの接触があっ

たわけで,そ うした体験もまた人々のその後の音楽創造に影響をあたえたとかんがえ

られる。

　以上,楽 器 ・種 目 ・メディアといった観点から,ソ ロモソ諸島民と西欧音楽の接触

の初期的状況をみてきた。そ してここで確認できたのは,西 欧 と本格的な接触をしは

じめた早い段階において,西 欧の音楽はかな りの程度受容されていた とい うことと,

メディアとの遭遇 も相当に早かったという事実である。

Ⅱ　 プ ランテーシ ョン文化における音楽芸能

　 植 民地 体制 に お い て,プ ラ ンテ ー シ ョンは 政 治 的 支 配 シス テ ム とな らん で,そ の 象

徴 的 存在 で あ った。 ソ ロモ ン諸 島 に お い ては,1884年 の ドイ ツに よ る保 護 領 化(ブ ー

ゲン ヴ ィル 島,チ ョイス ル 島,サン タ イ ザ ベル 島,オン トンジ ャ ワ環 礁,後 に ブー ゲ

ンヴ ィル 島以 外 の3島 は イ ギ リスに 譲 渡),お よび1893年 の イ ギ リスに よ る保護 領 化 を

ふ まえ て,1900年 代 か ら 白人 入植 者 に よる 国 内 プ ラン テ ー シ ョンが 展 開 す る。 これ に

と もな い,ソ ロモ ン諸 島 民 も プ ラ ンテ ー シ ョン 労 働者 と して従 事 す る よ うに な る。

　 しか し,ソ ロモン 諸 島 を ふ くむ メ ラネ シ アに 居 住す る人 々 に とって,そ れ 以 前 に も

う1つ の プ ラ ンテ ー シ ョン体験 が あ った 。 そ れ は1870～1910年 代 に 展 開 した,海 外 労

働 であ る。 これ は サ トウキ ビを 中心 と した プ ラ ンテ ー シ ョ ンにお け る労働 者 を,太 平

洋 諸 島民 に も とめ た もの で あ る。 ソ ロモ ン諸 島 か らは,オ ー ス トラ リア ・ク ィー ンズ

ラ ン ドに1万9,000人,フ ィジ ーに1万 人(そ の他 に サ モ ア,ニ ュー カ レ ドニア な ど)

と多 くの人 々 が 従 事 し,中 に は 出身 地 に か え れ な くてか の地 に 定 住 した 人 々 も いた

(Corris　 1973;Moore　 l　985)。

　 この様 に,ソ ロモ ン諸 島民 に は2つ の プ ラン テ ー シ ョン体験 が あ った わ け で あ るが,

プ ラン テ ー シ ョン は 経 済 的 ・社 会 的 存 在 のみ な らず,異 文 化 交 流 ・受 容 の場 と して の

意 味 もあ った 。'そ して,異 文 化 の受 容 に は2つ の局 面 が あ った 。 そ の1つ は近 代 西 欧

の 社会 ・文 化 との 集 約 的 な遭 遇 で あ り,も う1つ は言 語 や 文 化 を 異 にす る近 隣 の 島 々

と の大 規 模 な 交 流 で あ る 。 そ の結 果,そ こ で は 「プ ラン テ ー シ ョン 文 化 」(Keesing

1988)と よべ うる独特 の文 化 複 合 が 成 立 す る こ とに な った 。 そ して,そ の担 い 手 達 は
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やが て,取 得 した物 質 文 化 ・技 術 ・知 識 ・行 動 様 式 ・宗 教 な どの様 々な 経験 を,そ れ

ぞれ の 出 身 地 へ もち か え った(棚 橋1998:267-268)。 もち ろ ん,彼 らが もち か え っ

た も のに は,歌 唱 ・舞 踊 ・楽 器 な ど もふ くまれ て い た の で あ る。

　 こ こで,海 外 労働 と音 楽 芸 能 との 関わ りを み て み よ う。 まず,労 働 者 の徴 集 につ い

て は"Blackbirders"と よぼ れ る 労働 力徴 集 人 が 行 脚 し,初 期 の 頃 は誘 拐 に 近 い 形 で

人 々を つ れ さ った こ とで 悪 名 高 い。 た だ し,海 外 労働 の後 期 にな る と,人 々 はむ しろ

す す ん で 「出稼 ぎ」 に でむ い た こ とに留 意 す る必 要 が あ る(棚 橋1989)。 そ の労 働 力

徴 集 人 達 に と って,蓄 音 機 は リクル ー トの 「道 具 」 と して 重 宝 され た とい う(Van-

dercook　 1938:279-281)。 前 節 で の べ た,メ デ ィアの 使 用 の最 も早 い 例 と して も注 目

に値 し よ う。 また,労 働 力 徴 集 人 で あ ったJ.D.　 Melvinの 手 記 に よれ ぽ,島 々 と プ

ラン テ ー シ ョンの 間 の行 き帰 りの船 中で,出 身 地 の違 う人 々 がそ れ ぞ れ の伝 統 的 な舞

踊 を 披 露 しあ った と い う(Melvin　 1977:28)。 これ な どは,最 も初期 の音 楽 芸 能 の 脱

文 脈 化 とい うこ とが で き よ う。

　 そ れ で は,プ ラン テ ー シ ョン内 に おい て は,ど の様 な形 で音 楽 芸能 が え ん じられ,

交 流が お こなわ れ た ので あ ろ うか。 海 外 労 働 に 関 す る先 行 研 究 に お い て は,主 と して

労 働 者 の社 会 的 ・経 済 的 ・衛生 的 な状 況 に 関 心 が あ つ ま って お り,文 化 的 な側 面 に つ

い て は十 分 な解 明が お こな わ れ て い る とは い え ない(Moore　 1985)。 そ の 中で,海 外

労 働 経 験 者 に直 接 イン タ ビ ュ ーを お こな った 歴 史 学 者 のPeter　 Corrisは,い くつ か

の 興 味 深 い報 告 をお こな って い る(Corris　 1973)。

　 そ れ に よれ ぽ,ま ず これ は特 に フ ィジ ーの プ ラン テ ー シ ョンに お い て で あ るが,ソ

ロモン 諸 島民 労 働 者 の 余暇 は,町 にで て 踊 りを お どっ た り,ギ ャ ン ブルを した り∫フ ィ

ジ ー人 とつ きあ った り,あ るい は波 止 場 で 太 平 洋 中か らき て い る島懊 出身 の船 員 との

交 流 を す る こ とで あ った とい う(Corris　 1973:84)。 また,各 海 外 労 働 地 に お い て,

町 に でか け ない 場 合 の彼 らの余 暇 は,ギ ャ ン ブル,他 の農 園 や プ ラン テ ー シ ョンに い

る友 人 の訪 問,魚 釣 り,鳥 の狩 猟,そ の 他 の遊 び で あ った 。 さ らに,行 商 人 のル ー ト

に あ た っ て いた プ ラ ンテ ー シ ョン にお い て は,彼 らの訪 問 が 気 晴 ら し とな り,夜 に は

キ ャ ンプ フ ァイ ヤ ーを して,お どった り,う た っ た り,コン サ ー テ ィー ナ ・口琴 ・ホ

イ ッス ル等 を 演 奏 した とい う(Corris　 1973:85)。

　 こ う した 文 脈 に お い て,ど の様 な音 楽芸 能 の種 目が 演 じられ た のか につ いて は,コ

ンサ ー テ ィーナ に 代表 され る様 な西 欧 の大 衆 音 楽 が演 奏 され た こ と等 以 外 は ,残 念 な

が ら定 か では な い 。 しか し,ク ィー ンズ ラン ド帰 りの ソ ロモン 諸 島民 の荷 物 に,一 包

み の楽 譜 が あ った とい う逸 話(Melvin　 1977:7)か ら もわか る通 り,西 欧 音 楽 の受 容
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はか な りの程 度 であ った こ とが うかが え る。 また,プ ラソ テ ー シ ョソに お いて も,祖

先 崇 拝 や 呪 術 と い っ た 伝 統 的 な 呪 術 ・宗 教 体 系 を 人 々 が 固 持 した(Mercer　 and

Moore　 1976)の と同様 に,伝 統 的 な 音 楽 芸 能 が えん じつ づ け られ て い た可 能 性 は 大

き い。

　 しか しそ の一 方 で,前 述 の様 に,プ ラ ソテ ー シ ョソに い くまで に 既 に音 楽 芸 能 の交

流 はは じま って いた ので あ り,プ ラ ンテ ー シ ョソ内部 で の音 楽 芸 能 の 交流 もま た,同

時 に活 発 に お こなわ れ て い た こ とは想 像 に難 くな い。事 実,フ ィジ ーの プ ラ ンテ ー シ ョ

ソに おい て は,一 般 の フ ィジ ー人 との文 化 交 流 が 盛 ん に お こなわ れ た 。 そ の結 果,ソ

ロモ ソ諸 島 民 は,宗 教 的 な 慣 習(呪 術 な ど)・ 衣 裳 ・神 話 ・歌 唱 な どを 出身 地 に も ち

か え った とい う(Corris　 1973:97)。

　 以 上 の様 に,プ ラ ンテ ー シ ョソ とい う特 殊 な状 況 に おか れ た人 々は,そ こで オ セ ア

ニア 内外 の文 化 と遭 遇 ・交 流 した り,そ う した 文 脈 で は ぐ くまれ た 音 楽 芸能 を それ ぞ

れ の 出身 地 に もち か え った 。 そ して,そ れ ら は一 種 の フ ァ ッ シ ョ ソ と して 各地 に定 着

して い き,そ の後 の音 楽 様 式 の 展 開 に影 響 を あた え た 。 この様 な行 動 様 式 は,後 述 す

る様 に,そ の後 の 国 内 プ ラ ソテ ー シ ョンに お いて も同様 の形 で く りか え され る こ とに

な る(第V節 参 照)。 プ ラ ソテ ー シ ョンは ま さに音 楽 芸 能 の 媒 介 者 で あ った の で あ る。

Ⅲ　 キ リス ト教音楽 の受容

　 19世紀後半のソロモン諸島において,植 民者や植民地政府 と共に西欧文化の接触の

要となったのが,キ リス ト教の宣教師達であった。1845年 の最初の到来以降,苦 心を

かさねていた英国国教会,カ トリック,メ ソジス ト派といった各 ミッションも,1890

年代になると常駐す る様になった。 ソロモン諸島におけるキ リス ト教受容は,信 仰の

側面だけでとらえることはできない。そこによみとれるものは,富 と物質へのあこが

れや,平 和の思想への共感であ り,そ して宗教的,政 治的双方の意味で新 しい 「力」

をえようとする願望である。また,「復活」観念が欠如 してお り,現 世主義的傾向を

もつことも特色といえよう(秋 道 ・関根 ・田井1996:第6章)。

　初期の布教において,宣 教師達はキ リス ト教音楽を重視 した。長 らく,キ リス ト教

における教育において,聖歌の習得は聖書の読み書きとならんで中心なものであった。

そして,や がて人々もまたキ リス ト教音楽を嗜好することになったのである。

　初期の布教の様子と音楽の受容のあ り方を彷彿とさせるものに,サ ンタィザベル島

のキ リス ト教受容パフォーマンス,ビ ナボ リがある。これは,今 世紀初頭に,州 都の
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あ る プ ア ラ村 に初 め て キ リス ト教 が伝 来 した こ とを 記 念 して,毎 年 村 人 総 出 で お こ な

うもの で あ る。 元 々は,当 時 学 校 の 教 師 で あ ったHendly　 Vasula氏(1914生 まれ)

が,子 供 達 に キ リス ト教 伝 来 の 由 来 を お しえ るた め に,1947年 頃 に は じめ た もの とい

われ る。 全 体 は,西 ソ ロモ ンか らの襲 撃 を うけ る様 子 を え が い た 第1部,キ リス ト教

の プ ア ラ村 へ の到 来 を えが い た第2部,そ して キ リス ト教 の 布 教 活 動 を え が い た第3

部 とい った,3部 構 成 に な って い る。特 に第3部 で は,ミ ッシ ョン達 が苦 労 しなが ら,

洗 ネL堅 信 礼(仰 告 白式),聖 歌,祈 疇,礼 拝 の や り方(聖 餐 式,信 条),ア ル フ ァベ ッ

トお よび 数 の か ぞ え方 等 を人 々に お しえ て い く様 を,克 明 に描 写 して い る。

　 中 で もお も しろ い の は,ソ ロモ ン人 カ テキ ス トが人 々に 聖 歌 を お しえ る場 面 であ る。

まず 最 初 に 音 名 唱法(ド レ ミ唱 法)を お しえ,そ の後 聖 歌 に移 行 す る。 彼 は棒 を ふ り

なが ら懸 命 に お しえ るが,人 々は 最初 ど うや って よい の かわ か らず,と ま ど うぽ か り

で あ る。 や が て うた い だ して も音 程 が あわ ず,す ぐに ば らぼ らにな って し ま う。 しか

し回数 を か さね る うち に,や が て そ ろ う様 に な って い く(以 上,1993年 の 実見 に も と

つ く)。

　 も ち ろん,こ の パ フ ォー マン ス は,史 実 を忠 実 に 再現 した もので は な い 。 キ リス ト

教 を受 容 す る場面 で ま った く葛藤 が な か った り,全 体的 に 「暗 ・邪 の時 代=異 教 時 代 」

か ら 「明 ・正 の 時代=キ リス ト教 時代 」 へ とい った 二分 法 的 な思 考 が み られ る な ど,

後 代 の キ リス ト教 の イ デ オ ロギ ー的解 釈 が支 配 して い るの は事 実 で あ る。 しか し,他

の文 献(White　 1991)を 参 照 す る と,個 々の 部 分 は か な りの 程 度 当時 の様 子 を 反 映

して い る とか ん が え られ る。

　 この パ フ ォーマン ス が しめ す 様 に,初 期 に お い ては 宣 教 師達 の苦 労 の 連 続 で あ った

キ リス ト教 音 楽 も,や が てね つ い て い くよ うに な る。 そ れ に と もな って,キ リス ト教

音楽 の現 地 化 ・内在 化 が お こ なわ れ る様 に な った 。 た とえ ぽ,当 初 ラテン 語 や 英語 で

うた って いた 聖歌 を現 地 語 で うた った り,欧 米 の旋 律 一 辺倒 で あ った もの が,現 地 の

旋 律 が と りいれ る様 に な る。 また,最 初 は礼 拝 の音 楽 で あ る聖 歌 だ け で あ った の が,

ア ク シ ョン ・ソン グな ど礼 拝 以 外 に,教 会 の外 で うた う,キ リス ト教 に まつ わ る歌 も

うまれ る に いた った。た とえ ぽ,サ ンタ イザ ベ ル 島 で は両 者 を,「 教 会 の 内 の音 楽 」「教

会 の外 の音 楽 」 とい う概 念 で 明確 に 区別 して い る。

　 それ で は,こ うして定 着 した キ リス ト教 音 楽 は,ど の 様 な響 きを もって い た の で あ

ろ うか 。前 述 のH.B.　 Guppyは,キ リス ト教 布 教 初 期 の 聖 歌 を きい た 人物 とか ん が

え られ る が,的 確 な 和 声,音 域 の 広 さ,お よ び 耳 の 良 さ を 指 摘 して い る(Guppy

l887:140-141)。 　A.　Hopkinsも ま た声 の 良 さ と多 声 部 合 唱 の 才能 に つ い て 言 及 して

137



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 国立民族学博物館研究報告別冊　 21号

いる(Hopkins　 1928:257)。 ポー トレー ト画家のCaroline　 Mytingerは 「高い音程 と

金切 り声」(Mytinger　 l943:194),そ して時代は くだるが,太 平洋戦争に従軍 した

Jack　Poultonは,「 透明でベルの様な音色」(Poulton　 1993:95)と いった表現で,聖

歌を描写している。

　この様なキ リス ト教音楽は,や がて人々にとって重要な意味をもつ ようになってい

く。この点について,1930年 代初頭にマライタ島で調査をおこなった人類学者のH.

Ian　Hogbinは,人 々の間に礼拝にくわわる楽 しみ,特 に聖歌の合唱にくわわる喜び

を剥奪された くないとい う思いが強いとのべている(Hogbin　 ・1939:178)。この段階

において既に,キ リス ト教音楽をえんじるとい うことは,信 仰表現だけではなく,社

会的に意味のある行為となっていたのである。

　その一方,キ リス ト教の布教により,そ れまでえん じられていた音楽芸能は,大 き

な影響を うけることとなった。重要な種 目は例外なく,そ れまでの祖先崇拝信仰や ビ

グマンを中心 とした社会システムと深 くむすびついてお り,そ こには ミッションがう

けいれられないものが多 く存在 していた。たとえば,祖 先に対するよびかけの歌唱で

あるとか,西 ソロモンに顕著な戦闘の舞踊,あ るいは性的な表現のある舞踊などであ

る。それらはたちどころに禁止処分にあってしまう。

　ただし,従 前の音楽芸能全般への対応については,宗 派によって相違がでて くる。

カ トリック派や英国国教会派は,前 述 した種目など以外については比較的寛容であっ

たので,比 較的多 くの種 目が伝承されることとなった(も っとも,キ リス ト教音楽が

既存の音楽芸能に影響をあたえるといった事柄は別途おきてくる。この問題について

は田井(1993a)を 参照)。一方,よ りラジカルな考え方をもつプロテスタント系の宗

派(た とえば安息日再臨派(SDA)や 南洋伝導教会(SSEC)な ど)は,あ らゆる伝

統的な音楽芸能を禁止した。そのため,現 在でもプロテスタントが多数派をしめる地

域では,伝 統的な音楽芸能はまった くといってよい程のこっていない。

　カトリック派や英国国教会派の優勢な地域では,特 に独立後になってからは,民 族

主義的な気運もあ り,か つて禁止されていた戦闘の舞踊などが復活 してくる。もちろ

ん従前の文脈ではない。 まず,キ リス ト教の倫理 コー ドに抵触することがない様に配

慮されてお り,首 狩 りや祖先崇拝を想起させるものは巧みに別の意味に転換されてい

る(田 井1993a)。

　以上の様に,キ リス ト教の受容は,ソ ロモン諸島における音楽芸能史において,そ

の後の音楽生活の中心 となる種 目をもたらしたぼか りではな く,既 存の音楽芸能のそ

の後の展開にも大きな影響力を もつことなった。
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Ⅳ　太平洋戦争と音楽芸能

　 近 年,太 平 洋 戦 争 を 日本 や 連 合 軍 に お け る戦 史 では な く,太 平 洋 諸 島 民 自身 の観 点

か ら戦 争 体 験 を 記 録 し,そ の 意 味 を と い な お そ う とい う動 きが 顕 著 に な っ て い る

(Laracy　 and　White　 1988;White　 et　aL　1988;White　 1991)。 この様 な 戦争 他 経 験 は,

語 りの み な らず(あ るい は そ れ と共 に),歌 唱 や 舞 踊 な ど で も表 出 され て い る。 ソ ロ

モ ン諸 島 に お いて も,戦 後 各 地 で,「 戦 争 の 歌 」 「戦 争 の舞 踊 」 とい った 名称 を もつ種

目が うまれ た 。 そ こで は主 に,戦 闘 の 内容 や 戦 争 に よ る混 乱 と辛 さの 嘆 き,軍 隊 のた

め に は た らいた 体験 や,軍 隊 が もち ζん で きた 新 しい物 質 や技 術 に 対 す る驚 き な どが

うた い こ まれ て い る(Lindsrtom　 and　White　 1993)。 た とえ ば,サ ン タ イザ ベ ル 島 の

あ る 「戦 争 の歌 」 で は,上 陸 用 舟 艇 で上 陸 して きた 兵 士達 が,連 合 軍 の 補給 基 地 が で

きた ラ ッセ ル諸 島 な どに男 性 達 を つ れ て い った ので,の こ され た 女 性 達 が な げ きか な

しむ とい った 内 容 を うた っ てい る(1993年 の フ ィール ドワ ー ク資 料 に も とつ く)。

　 一 方 で,太 平 洋戦 争 は 太 平 洋 島 演 民 に も多 大 な損 害 を あ た えた が,大 規 模 な形 で の

文 化 接 触 の場 で もあ った。 ここで は,こ の様 な特 異 な 文脈 に おけ る音 楽 交流 の諸 相 を

み て い くこ とに し よ う。

　 連 合 軍 の軍 隊 や慰 問部 隊は,新 しい音 楽 様 式,楽 器,音 楽 テ クノ ロ ジ ーを ソ ロモン

諸 島 に もち こ ん で きた(Lindstrom　 and　 White　 1990:157)。 新 しい音 楽 様 式 とは,当

時 ア メ リカ合 州 国 で はや って い た ス ウ ィン グ ・ジ ャズ,ブ ギ ウギ等 の こ とで あ り,楽

器 とは,兵 士 の精 神 安 定 にや くだ つ とい う理 由 で軍 当 局 が推 奨 して い た,携 帯 に便 利

な,ハ ー モ ニ カ,ギ タ ー,ウ ク レ レ,ア コ ーデ ィオン とい った 小型 の楽 器 の類 で あ る。

音 楽 テ クノ ロジ ーに は,こ れ も当 時 ア メ リカ合 州 国 が先 端 を い って い た,レ コー ド,

ラジ オ,録 音 機,映 画 等 とい った メデ ィアが ふ くまれ る。 前 述 した 様 に,そ の一 部 は

既 に 当地 に もた ら され て いた わ け で あ るが,太 平 洋 戦争 時 の それ は,量 ・質共 に比 較

に な らな い も ので あ った 。

　 中 で も,USO(United　 Service　Organization)が,連 合 軍 の駐 留 地 各 地 に 派 遣 した,

シ ョーを 中心 と した慰 問 部 隊 の 楽 団 は,そ の後 大 きな影 響 を あた え る こ と とな った
。

これ は6,7人 で構成 す る もので あ り,そ の 内訳 は ピ ア ノ,ア コーデ ィオ ン,ト ラ ン

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 し
ペ ッ ト ・ トロー ンボ ー ン ・サ ッ クス フ ォ ー ン ・ク ラ リネ ッ トの うち の い くつ か

,ギ

タ ー,ベ ー ス,そ れ に歌 手 で あ った(Webb　 1995:248,255)。 また,駐 留 軍 は映 画 を

良 く上 演 し,兵 隊達 とま じって,労 働 者 と して は た らい て い た ソ ロモ ン諸 島民 も それ
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らに親 し く接 した の で あ った 。 そ うした映 画 のサ ウン ド トラ ックに は,カ ン トリー ・

ウ ェス タン 調 の カ ウボ ーイ ・ソン グ頻 繁 に なが れ て い た(Webb　 l995:235)。

　 こ う した 音楽 的 状 況 に 対 す る ソ ロモン 諸 島民 の反 応 の あ り方 と して,サ ンタ イザ ベ

ル 島 のClement　 Felo氏 の 例 を あ げ よ う。 氏 は若 い 頃,地 元 住 民 を労 働 者 と して徴 用

した,ソ ロモン 諸 島労 働 部 隊 で は た らい てい た 。そ の時 に,ア メ リカ人 の友 人 に な ら っ

た,英 国 の叙情 歌 か らカ ン トリー ・ウ ェス タン まで の数 々の 曲を 現在 で もおぼ えて い

る とい う。 また,ラ ッセル 諸 島 駐在 部 隊 のた め のUSOに よ る ク リス マ ス ・シ ョーに

出演 した の で あ る(Lindstrom　 and　White　 1990:159)。

　 一 方,ソ ロモン 諸 島各 地 に駐 留 した軍 隊 は,「 原住 民対 策 」 とい う こ とで,大 量 の

ギ タ ーを もち こみ,ロ ー カル バ ン ドの育 成 を は か った。19"年10月 に,ガ ダル カ ナル

島 で撮 影 され た1枚 の写 真 が あ る。 そ こに は 米海 軍 の兵 士 と地 元 のバン ドthe　Jungle

Rhythm　 Boysと の交 歓 が うつ って い る(Lindstrom　 and　 White　 1990:154)。 そ の様 は,

戦 後 す ぐに成 立 す る こ とに な る ギ タ ー音 楽 の バン ドとほ とん ど同値 で あ る。

　 慰 問 部 隊 の楽 団 の楽 器 編成 とそ の奏 法,お よび主 に演 奏 して い た音 楽 様 式(ス ウ ィ

ング ・ジ ャズや ブ ギ ウギ),大 量 に もち こまれ た ギ タ ー,そ れ に 映 画 の サ ウン ド トラ ッ
　 　 　 竃

クにお け る カン ト リー ・ウ ェス タ ン調 の カ ウ ボ ーイ ・ソ ング とい った様 々 な要 素 が,

戦 後 に お け るギ タ ー音 楽 の 直接 の ル ー ツ とな った。 太 平 洋 戦 争 は 人 々 に,大 規 模 な 形

で の新 しい音 楽 要 素 の摂取 を うな が した の で あ る。

V　 象徴 と してのギター

　 ソ ロモ ン諸 島 にお け るギ タ ーな らびに ギ タ ー音 楽 の受 容 は 意 外 に 古 い。 キ リス ト教

の布 教 に 際 して,特 に メ ソ ジス ト派 は 創 設 以 来,多 数 の ポ リネ シ ア出身 の いわ ゆ る 「原

住 民 」 教 師(カ テ キ ス ト)を 採 用 して お り(Crocombe　 and　Crocombe　 1982),彼 ら

は 西 欧 化(キ リス ト教 化)し た ポ リネ シ ア文 化 をそ れ ぞ れ の 赴任 地 に もち こん だ 。 た

とえ ば トンガか らの メ ソジ ス ト派 の伝 道士 は,1905年 に チ ョイ ス ル 島南 部 に キ リス ト

教 を 初 め てつ た えた が,彼 らは ギ タ ーお よび それ を も ちい た,欧 米 の音 楽 と ポ リネ シ

アの 音楽 が融 合 した 新 しい様 式 の音 楽 舞 踊 フ ラ(対 面 の ライン ダン ス)も もた ら した 。

人 々は見 聴 き した もの を元 に,地 元 にあ る材 料(パ ン ダ ヌス 等)で3弦 ギ タ ーを製 作

し,そ れ を 伴 奏 に して 恋愛 や 時 事 的 な事柄 を も りこん だ ケ ラ ・ギ タギ タ(「 ギ タ ー の

歌 」)を つ くって うた った とい う(Tai　 1997)。 しか し,当 時 の ギ タ ー な らび に ギ タ ー

音 楽 の受 容 は,一 過 的 ・部 分 的 な もので あ り,そ の大 きな 展 開 は太 平 洋 戦 争後,そ れ
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も1950年 代 に は い ってか らの こ と とな る。

　 太平 洋 戦 争 が おわ って 社会 が 落 ち着 きを と りも ど した 頃,メ ラネ シ ア各 地 に,ギ

タ ー,ウ ク レ レ,石 油缶 製 の ベ ース,そ れ に歌 唱 が くわわ る,ス トリン グバ ン ドとよ

ぶ様 式 が誕 生 した 。 そ こには,前 節 で のべ た戦 争 中 に 体験 した 様 々 な要素 をみ て とる

こ とが で き る。 そ の意 味 で,各 地 の ス ト リン グバン ドは独 立 発 生 した もの とか んが え

られ る。

　 ソロモン 諸 島に お い て も様 々 な形 態 の ギ タ ー音 楽 が,各 地 で もては や され る よ うに

な った 。 ソ ロモン 諸 島 で は,1900年 か ら1930年 代 にか け て,コ ブ ラ(乾 燥 コ コヤ シの

実,石 鹸 な どの材 料 に な る)を 中心 と した プ ラン テ ー シ ョンが展 開す る。 第 皿節 で言

及 した,国 内 プ ラン テ ー シ ョンで あ る。 男 性達 も,1920年 に か せ られ る よ うに な った

人 頭 税 の た め に 現 金 収 入 を え る必 要 か ら,ニ ュ ー ジ ョー ジ ア諸 島 な どの プ ラン テ ー

シ ョン に 出稼 ぎ に い くよ うに な った 。 国 内 プ ラ ンテ ー シ ョン も,情 報 セン タ ー的 な役

割 を は た して お り,人 々は こ こで外 の世 界 の多種 多様 で大 量 な 情報 や物 質 にふ れ る こ

とにな り,そ れ らを 自分 の出 身地 の村 に も ちか え った。 ギ タ ーを 中 心 と した 新 しい 音

楽 表 現 との 出 会 い と伝 播 の主 要 な経 路 は,こ の よ うな背 景 の中 で うまれた 。

　 こ こでそ の 一 例 と して,チ ョイ ス ル島 シ ロヴ ァン ガ地 区 に お け る事 例 を み てみ よ う。

1945年 に ニ ュー ジ ョージ ア 島 の ロビア ナ(西 ソ ・モ ンに お け る プ ラン テ ー シ ョン お よ

び メ ソジ ス ト派 の 中心 地)に 働 きに で て い た,同 地 区 出 身 のGrasiano　 Jaribatu氏 は,

当 時非 常 に盛 ん で あ った,バン ブ ーパ ン ドに大 い にみ せ られ た 。 これ は,1920年 代 に

同 地 で誕 生 した もの で,従 来 の ス タ ン ピン グチ ュー ブの奏 法 を元 に した 巨 大 な打 奏 の

竹 製 パ ンパ イ プ スを 中心 に,ギ タ ーや ウ ク レ レ,そ れ に歌 唱 を くわ え る もの で あ る。

いわ ば これ は,ス トリン グバ ン ドと打 奏 の 竹 製 パン パ イ プス が,合 体 した もの とい え

よ う。 彼 は そ の製 作 法 と奏 法 を習 得 し,1950年 に 出身 地 に も ど った時 にそ れ を 人 々に

つ た えた 。1953年 には 氏 に よ って,地 元 の バン ドが結 成 され た。

　 この移 入 され た様 式 は ケ ラ ・ボ ル とよば れ,さ らに女 性 達 に よ って舞 踊 ヴェン ガ ・

ボ ル(サ ー クル ダ ンス)も つ け られ る よ うに な った 。 これ を皮 切 りに,同 地 で は1960

年 代 か ら70年 代 に かけ て,ピ ク,ピ ク ・サ ン ライ ズ,サ イ ク ロ ン,ゴ ン ガ ラ とい った,

新 しい音 楽 の様 式 が次 々 に うまれ て い く こ とにな る(い ず れ も,2人1組 の男 女 に よ

るサ ー クル ダン ス が付 随)(Tai　 1997)。 そ の背 景 に は,1950年 代 か ら60年 代 に か け て,

中 国 商 人 をつ う じて 既製 品 の ギ タ ーが 入手 しや す い もの に な った こ と もあ げ られ る。

　 こ こで 注 目す べ きは,ピ クが 元 々は東 ソ ロモ ンのマ キ ラ(サ ン ク リス トバ ル)島 か

らきた 踊 りといわ れ た り,ピ ク ・サ ン ライ ズ や サ イ ク ロンが,地 元 の人 々が独 自に展
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開 させ た ピクの ヴ ァ リエ ー シ ョン で あ る こと,お よび ゴン ガ ラの 起 源 が,フ ィジ ーの

プ ラ ンテ ー シ ョンに働 きに い って い た人 々に よ って もた らされ た トラ ラエ とされ てい

る事 実 で あ る(ト ラ ラ エ と は お そ ら く,フ ィ ジ ー の カ ップ ル ・ダ ンス の タ ラ ラ ラ

(Lee　1983:Ch.3)の こ とで あ ろ う)。 す なわ ち こ こに は,外 部 か ら取 得 した 様 々な

要 素 を基 に,人 々が 自分 達 流 の ア レンジ をほ ど こ し,そ の結 果 様 々な ヴ ァ リエ ー シ ョ

ンが誕 生 して い る過程 をみ て と る こ とが で き る。

　 また,チ ョイ ス ル 島 に おけ るギ タ ー音 楽 の受 容 は,社 会 に別 の イ ンパ ク トを あた え

た 。 シ ロ ヴ ァン ガ地 区 では,伝 統 的 に女 性 達 の み が 「恋 人 へ の 泣 き歌 」 を うた っ て い

た が,ギ タ ー音 楽 の導 入 に よって,今 度 は男 性 達 が 「恋人 へ の泣 き歌 」 を うた いは じ

め た。 この こ とは経 済 シス テ ム ・社 会 関係 ・価 値観 の変 容 を 背 景 に しな が ら,男 性 達

が 自 ら意 思 決 定 を す る こ とに よ って,音 楽 概 念 ・観 念 に も大 きな 変 革 が お きた こ とを

意 味 して い る(田 井1993b)。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・

　 これ らの ギ タ ー音楽 は,一 般 に 有 節歌 曲 の形 式 を と り,村 の若 い 男 性達 に よっ て,

非 常 に高 い音 域 を使 用 して うた わ れ(時 には 裏 声 に な る),単 純 な コー ド進 行 を もち,

速 い テ ンポ に よ るギ タ ーをか きな らす よ うな奏 法 を と もな う傾 向が あ る。 また 歌 詞 の

内 容 の ほ とん どが 恋 愛 に 関 す る もの で あ る(Clark　 1986)。 そ こに は,ス ウ ィン グ,

ブギ ウギ,カ ウボ ーイ ・ソン グ,ゴ ス ペ ル,ハ ワイ ア ン ・ソ ング とい った,太 平 洋 戦

争 中 に人 々が 受 容 した様 々 な種 目の 響 きを き き と る こ とが で き る。 た とえ ぽ,ス トリ

ングバン ドの石 油 缶製 の ベ ース が か な で る リズ ムは,ス ウ ィ ングに お け る リズ ム装 飾

を,ま たパン ブ ーバン ドにお け る打奏 の竹 製 パン パ イ プス に よる リズ ムは,ブ ギ ウ ギ

に お け る ピア ノお よび ベ ース に よ る リズ ム装 飾 を 彷 彿 と させ る。 そ して,前 述 の高 い

音 域 や裏 声 は,人 々が映 画 で見 聞 き した カン トリー ・ウ ェス タ ン調 の カ ウボ ー イ ・ソ

ングに他 な らな い(Webb　 1995:256-267)。

　 以上 の様 に,ギ タ ー音 楽 は ソ ロモ ン諸 島に お い て,す っか り定 着 す る こ と とな った。

な ぜ,こ れ 程 まで ギ ター が もて は や され た の であ ろ うか。 まず 指 摘 で き る のが,持 ち

運 び が簡 便 な こ とや,比 較 的 簡 単 に 奏法 を習 得 で き るの に対 して え られ る喜 び が 大 き

い こ と,様 式 的 に 多様 な可 能 性 が あ る こ とであ る。 しか しなが ら,そ の普 及 度 の量 と

質 は,そ れ だ け で は説 明す る こ とが で きな い。 ギ タ ーに はそ れ 以 上 の意 味 が 付 与 され

た の で は な いだ ろ うか。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・

　 そ こでか ん が え られ る のが,ギ タ ーの所 有 お よび そ の技 術 の 習 得 が,男 性 に と って

ス テ ー タ ス シ ンボ ル とな った こ とで あ る。 つ ま り,外 部 か らの 新 しい 「力」 を 象徴 す

るギ タ ー に よ って,異 性 の気 を ひ こ うとす る欲 望 が あ った とか ん が え られ る。 そ れ と
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同時 に,ギ タ ー な らび に そ の音 楽 は,強 い 力 を もつ 「ア メ リカ」 を連 想 させ る もの で

もあ った とい え よ う。 当 時 か ら今 日に いた る まで,男 性 のみ が ギ タ ーを か な で,女 性

は 決 して さわ ろ うと しな い こ と も,そ れ ら と無 関係 で は な いで あ ろ う。

Ⅵ　 ソ ロモン ポ ップ と現 代

　 ソ ロモ ン諸 島 の独 立 す る1978年 をは さん で,1980年 代 に な る と,世 界 的 な ポ ピ ュ ラー

音楽 の影 響 を うけ た,シン グ シ ン グ(「 歌 」 「ポ ピ ュ ラー ソ ング」 の意)が 展 開 す る様

に な った 。 これ らは,ラ ジオ放 送 や,ラ ジ オ局 制 作 の また は 自主 制 作 の カセ ッ トテ ー

プを つ うじて,あ るい は ホ テ ル や デ ィス コで の ダン ス パ ー テ ィーに お け る生 演 奏 等 に

よ って,人 口に謄 表 して い る。 比 較 的 最 近 に 活 躍 して いた グル ー プ と して,ユ ニ サ ウ

ンドバン ド,RYO(Rural　 Youth　 Orchestra),シ シ リキ テ ィ,オ キ ナ ワバ ン ド,ア イ

ロン ジ ュ ース な どを あ げ る こ とが で き る。

　 これ らの グル ー プは,電 気 ギ タ ーや キ ー ボ ー ドな どの電 気 楽 器 や ドラ ムス を使 用 す

る。 言語 は,母 語,ソ ロモン ・ピジン イ ン グ リ ッシ ュお よび英 語 を 併 用 な い しは混 用

して い る。 中に は,対 自地 域(母 語),対 ソ ロモ ン諸 島 ・メ ラネ シ アー 帯(ピ ジ ン イ

ン グ リッ シ ュ),対 外(英 語)の そ れ ぞ れ で,言 語 をつ か い わ け て い る場 合 もあ る。

　 そ の 内 容 は,都 市 部 に 居 住 す る人 々 の直 面 して い る社 会 問 題(無 職,飲 酒,民 族 ・

地 域 間 の葛 藤,女 性 の苦 労 等)や 価 値 観(伝 統 と現 代 の相 克),心 情(人 生 の 悲 哀,

恋 愛)な どを も りこむ もの で あ る。

　 また,音 楽 様式 お よび ビー トと して は,フ ォー クンン グや カ ン トリー ・ア ン ド ・ウ ェ

ス タン,お よび レゲエ や カ リプン な どの援 用 が 顕 著 で あ り,や や 遅 い テン ポ,重 い感

じの リズ ムで 演 奏 す る こ とを 特 徴 とす る。 フ ォー ク ソ ン グや カン ト リー ・アン ド ・

ウ ェス タン か らの影 響 は,明 らか に前 述 した,太 平 洋戦 争 時 代 以 来 の 外 来音 楽 の系 譜

を うけ つ ぐもの で あ る。 また,ラ ジ オ局SIBC(ソ ロモ ン諸 島放 送 協 会)の 開 局 当初

に,旧 宗 主 国 の英 国 連 邦 や ア メ リカ合 州 国 か らの 援助 と して,か な り以 前 の この種 の

レコ ー ドが大 量 に寄 贈 され,そ れ らが頻 繁 に 放 送 され た こ と も,そ うした状 況 を助 長

した とか ん が え られ る。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 '

　 レゲエ や カ リプ ソにつ い て も,現 在 世 界 中 で も っ と も人 気 のあ る リズ ム ・様 式 で あ

る とい う事 情 だけ では ない で あ ろ う。 その 元 々の 担 い手 が ソ ロモン 諸 島 民 と同 じ 「ブ

ラ ック」 系 で あ る こ とへ の 親 近性 や,そ の 基 盤 に あ る反 人 種 差 別 的 メ ッセ ー ジ へ の共

感 が 根 底 に あ る とか んが え られ る。
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　さて,こ れらのソロモンポップは,一 聴 した場合,音 楽の様式として独自のものを

確立 しているかどうか疑問の向きもあろう。 しか しながら,内 実をよくみてみると,

音楽様式およびビートは外部型,テン ポや リズム観は従来型,歌 詞の内容やメッセー

ジは従来型 といった様に,要 素毎に取捨選択をおこなっていることがわかる。 ここに

彼らの巧みな音楽的行動様式をよみとることができよう。

お わ り に

　以上,ほ ぼ19世紀からの通時的な展開をおいながら,ソ ロモン諸島の人々が外部の

音楽芸能をとりこむ過程 と,今 度は逆にそ うした手法をつかって自分達が経験した事

柄を音楽芸能で表出していく過程の双方を考察してきた。ちなみに,植 民地体制およ

び 「カーゴカル ト」運動と音楽芸能 との関わ りは重要であり,特 に前者におけるブラ

スバ ンドのはたした役割などは注目されるところであるが,今 回は資料的な限界もあ

り割愛した。今後の課題としたい。

　さて,今 までの考察において,ソ ロモン諸島国の人 々が外的世界とかかわる中で,

外部からの様々な要素をただ漫然とうけいれたのではなく,積 極的にもかつ選択的に

とりこんできた事実がうかが うことができる。そ して,そ の過程においては,既 存の

様式に新 しいものを付加するとい うよりも,従 来とは隔絶したものとしてそれらを一

旦 うけいれた上で,そ こに自分達な りの自己主張を付加するという行動が一貫してみ

られる。

　それではなぜ,人 々は 「外的」な要素をか くも積極的に摂取 していったのであろ う

か。それについては,社 会における音楽芸能の意味の変遷と連関しているのではない

かとい う仮説を提出したい。前植民地的状況においては,政 治的指導者であるビグマ

ンは,音 楽芸能のもつ特性を巧みに利用 し,様 々な形での 「音のコン トロール」をお

こなった り(田 井1997),音 楽 ・舞踊祭宴の主催や音楽 ・舞踊グループを近隣の集落

に派遣 し賞賛をえること(Hogbin　 l964:Ch.6)等 により,自 集落内外に政治的な影

響力を確立 ・保持する一助 としていた。また,宗 教的な歌唱についても,祭 司や長老

達の独占とするところであった。いわぽ音楽芸能は,少 数者によってかな り操作され

ていたとかんがえられる。そ うしたシステムが,今 までのべてきた大きな社会変化の

中でくずれていった り形骸化した時,人 々はそれまでの制約に束縛されることな く,

それぞれの立場から,様 々な特性をもつ音楽芸能を,各 媒体を通 じて自由に摂取 した

り,操 作することが可能になったのではないだろうか。
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　人々にとって外部の音楽とは,常 に一一種の力性をもっている。それを取得し効果的

に発揮することは,西 欧近代に対峙する人々にとって,重 要な行動様式 となっていっ

たのである。
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